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5    筆順アニメーション（新常用漢字対応）
　漢字の筆順や部首をアニメーションで見ること
ができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「漢字を身につけよう⑪・⑫」を選択
④「参考」を選択
⑤「漢字の筆順」を選択
⑥見たい漢字を選択

１   画像資料

　筆者や教材に関連する写真やイラストを見るこ
とができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「この小さな地球の上で」を選択
④「参考」を選択
⑤「画像資料」を選択
⑥見たい画像を選択

3    辞典資料
　国語辞典や漢字辞典など、様々な辞典から語彙
の説明を引き出した資料です。

①「『故事成語』を使いこなそう」を選択
②「参考」を選択
③「辞典資料」を選択
④見たい語彙を選択

4   漢字の解答表示
　漢字学習の解答を提示することができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「漢字を使いこなそう⑥」を選択
④1問目の問題を拡大
⑤「解答」を選択

2    映像資料
　「話すこと・聞くこと」の活動例や、古典教材
の映像資料が用意されています。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「討論ゲームをしよう」を選択
④「参考」を選択
⑤「動画資料」を選択
⑥見たい動画を選択

指導用デジタルテキスト
中学生の国語

平成 24 年度用　体験版

みどころマップ
　次の5つ以外にも、
朗読を聞くことができた
り、本文に線を引くこと
ができたりします。

動画資料

漢字の解答提示

の動画資料が用意されています。

http://tb.sanseido.co.jp/24/平成24年度版中学校教科書Webサイト
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はじめてのお礼状

もう46 年ぐらい前のことです。
中学校に入学したとき，お祝いとして父から万年筆をもらいました。今にしてみれば，実に簡
素なスポイト式の万年筆ですが，柄のところに自分の名前が刻まれていて，それが嬉しくて筆記
用具に特別な思いを寄せた最初のような気がします。それまで使っていた鉛筆とは異なった筆
圧に，心が躍り，たわいもなく努力・根性・勇気などの言葉を書き続けた思い出があります。
十歳離れている姉が新婚旅行に行き，お土産に当時憧れていた戦艦大和のプラモデルを
送ってくれました。多くの部材や設計図の入っている箱を開け，気もそぞろに机に向かっている
と，「お礼状を書いてからやりなさい」と母に注意
されました。渡された葉書にぶっつけ本番で臨ん
だせいか，もらった万年筆で初めて書いたお礼
状だったにもかかわらず，なんとも不出来な結果
でした。
コップの水を垂らしインクの滲んだ葉書を見せ，

もう一枚葉書をもらった記憶があります。

とうじんばら　のりひさ／
1950年鹿児島県祁答院町の
生まれ。1985年にＨＢギャ
ラリーを開廊し，以来若手
イラストレーターの発掘に
尽力。イラストレーター，
ＡＤとしても多くの作品を
手掛ける。

唐仁原教久

『中学生の書写』の表紙絵は，
中学生たちの日常的な書字場面をモチーフに，
唐仁原氏が描いたものです。
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「書くこと」の学びを支える
国語科書写の展開

●定価1,995円
 （本体1,900円＋税）
●B5判　●160ページ
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村田伸宏・「群馬・国語教育を語る会」著 松本仁志 著

学習指導要領の改訂で新
設された〔伝統的な言語
文化と国語の特質に関す
る事項〕についての実践
提案。第 4章では，「言
語活動を生かした書写の
授業」として，多彩な実
践を紹介しています。

新学習指導要領では，各
領域の指導事項を，言語
活動例を通して学習する
というスタイルを提示し
ています。「書くこと」
の領域の学びを支える書
写指導について，その考
え方や実践のあり方を提
案します。

国語の力

2011年5月25日発行
編集・発行人　北口 克彦 
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私が中学生だった頃　　文学少年の恩師　小関智弘

日常の学習や生活に生きる書写の学びを実現します。

日常に生きる書写　平成24年度版『中学生の書写』基本コンセプトと教科書のしくみ

『中学生の書写』の5つのポイント

　❶　 考えることを大切にした書写教育を目指して

学びを生活や他の学習にひらくために　松本仁志

　❷　 基礎習得における毛筆学習の重要性

毛筆のチカラ　小西憲一

　❸　 行書学習の意義

行書学習の入り口と出口　新田直美

　❹　 身のまわりの文字への関心と、効果的に書くこと

身のまわりの文字から学び、生かす　谷口邦彦

　❺　 書写技能の運用能力を身につける授業

感謝の心を自分の言葉と文字で伝えよう　小林比出代

　変わる中学校の古典学習　第２回 古文の学びを深め楽しむ　日髙辰人

　常用漢字になりました。　第２回 「食」に関する漢字　笹原宏之

　教育と数字　第２回 日本語指導に関する対応とは　尾木和英
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文
学
少
年
の
恩
師

●
作
家 
小
関
智
弘　

戦
争
中
に
小
学
校
を
出
て
、「
こ
れ
か
ら
は
工
業
の
時
代
だ
」
と
い
う
魚
屋
の
父
親
の
ひ
と
言
で
工
業
学

校
（
旧
制
）
に
進
ん
だ
が
す
ぐ
に
敗
戦
。
学
制
の
変
革
で
、
同
じ
学
校
で
新
制
中
学
と
高
校
の
六
年
間
を

学
ん
だ
。
そ
の
間
に
工
業
教
育
の
禁
止
が
あ
っ
て
、
校
名
は
一い

っ

時と
き

普
通
高
校
に
な
っ
た
が
、
卒
業
前
に
ま

た
工
業
学
校
に
戻
っ
た
。
そ
の
た
め
私
は
工
業
教
育
を
ほ
と
ん
ど
受
け
な
い
の
に
、
学
歴
だ
け
は
工
業
高

校
卒
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
卒
業
す
る
と
町
工
場
の
見
習
工
に
な
っ
た
の
だ
か
ら
、
余
計
に
や
や

こ
し
い
。
敗
戦
直
後
の
日
本
の
工
業
は
壊
滅
状
態
で
、
よ
う
や
く
復
興
の
兆
し
が
見
え
る
の
は
、
私
が
高

校
を
出
た
一
九
五
一
年
頃
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
中
学
高
校
の
六
年
間
、
私
は
生
徒
会
活
動
（
今
の
部
活
）
に
文
芸
部
を
選
ん
だ
。
今
に
し
て
思
え

ば
、
戦
争
中
は
軍
国
主
義
教
育
を
強
制
さ
れ
た
教
師
が
、
敗
戦
を
境
に
、
同
じ
生
徒
に
手
探
り
で
民
主
主

義
教
育
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
で
あ
っ
た
。
若
く
て
情
熱
的
な
国
語
教
師
の
野
口
隆
雄
先
生
が
文

芸
部
の
部
長
と
な
っ
て
指
導
し
て
く
れ
た
。
先
生
の
手
書
き
の
ガ
リ
版
刷
り
で
文
集
が
発
行
さ
れ
た
。
部

室
に
は
手
巻
き
の
蓄
音
機
が
置
い
て
あ
っ
た
。
魚
屋
の
せ
が
れ
と
し
て
育
っ
た
私
は
、
そ
こ
で
先
輩
た
ち

が
詩
を
朗
読
し
た
り
、
バ
ッ
ハ
の
フ
ー
ガ
が
ど
う
の
こ
う
の
と
言
い
合
う
の
を
、
遠
巻
き
に
眺
め
た
。
投

稿
を
勧
め
ら
れ
て
、
初
め
て
文
集
に
載
っ
た
俳
句
の
一
つ
を
、
今
も
憶
え
て
い
る
。〝
北
風
に
追
わ
れ
て
走

る
ジ
ー
プ
か
な
〞
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
占
領
軍
の
ア
メ
リ
カ
兵
が
乗
る
ジ
ー
プ
が
、
京
浜
国
道
を
疾

130

私
が
中
学
生
だ
っ
た
頃

エ
ッ
セ
イ

こせき　ともひろ／
1933年，東京都生まれ。
都立大学附属工業高校
卒。複数の町工場で旋盤
工として働いた。かたわ
ら，体験をもとに作品を
発表。『大森界隈職人往
来』『職人学』など。
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131

走
す
る
姿
は
、
敗
戦
国
の
少
年
の
目
に
は
驚
異
で
も
あ
り
羨
望
の
的
で
も
あ
っ
た
。

　

野
口
先
生
は
、
国
語
の
授
業
で
も
よ
く
脱
線
し
た
。
あ
る
日
、
自
分
の
日
記
帳
を
読
み
始
め
た
。
学
校

に
隣
接
す
る
寮
に
住
む
独
身
の
先
生
は
、
隣
室
の
英
語
の
先
生
の
授
業
が
低
調
で
、
生
徒
た
ち
の
評
判
が

よ
く
な
い
の
を
知
っ
て
い
た
ら
し
い
。
日
記
は
英
語
の
先
生
の
奥
さ
ん
か
ら
差
し
入
れ
ら
れ
る
お
新
香
が

特
別
に
美
味
だ
っ
た
話
に
始
ま
る
が
、や
が
て
そ
の
先
生
が
あ
る
夜
バ
イ
オ
リ
ン
を
持
っ
て
や
っ
て
来
て
、

Ｇ
線
上
の
ア
リ
ア
を
弾
き
は
じ
め
た
が
、
ふ
と
気
が
つ
く
と
、
日
頃
あ
ま
り
感
情
を
表
さ
ず
教
壇
で
ブ
ツ

ブ
ツ
と
英
語
を
し
ゃ
べ
る
た
め
に
ア
ジ
ェ
ク
テ
ィ
ブ
と
い
う
あ
だ
名
の
あ
る
先
生
の
目
か
ら
涙
が
あ
ふ
れ

て
い
た
と
い
う
話
に
な
っ
た
と
き
、
教
室
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
深
い
た
め
息
が
も
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
あ
る
日
、「
将
来
の
夢
」
と
い
う
作
文
に
、
生
徒
の
多
く
が
「
平
凡
が
い
い
」
と
書
い
た
こ
と
に
激

し
く
怒
り
、「
未
来
の
あ
る
君
た
ち
が
平
凡
を
求
め
る
と
は
な
に
ご
と
か
」
と
、
教
壇
で
涙
を
流
し
た
。

　

高
校
生
に
な
っ
た
あ
る
日
、
校
長
の
許
可
を
得
た
か
ら
と
授
業
中
の
私
を
ひ
と
り
連
れ
出
し
て
、
封
切

館
で
反
戦
映
画
「
ま
た
逢
う
日
ま
で
」
を
観
せ
て
く
れ
た
の
も
野
口
先
生
で
あ
っ
た
。
昼
の
弁
当
も
ま
ま

な
ら
ず
、
育
英
資
金
で
の
通
学
だ
っ
た
私
を
気
づ
か
っ
て
く
れ
て
の
こ
と
だ
ろ
う
と
喜
ん
だ
ら
、
翌
日
の

朝
礼
台
に
立
た
さ
れ
て
、
全
校
生
徒
の
前
で
映
画
の
感
想
を
し
ゃ
べ
ら
さ
れ
た
。

　

そ
ん
な
六
年
間
が
、
後
に
旋
盤
工
に
な
っ
て
働
き
な
が
ら
文
章
を
書
く
私
の
揺
籃
期
で
あ
っ
た
。

『中学生の国語　一年』に，
小関智弘先生の「信頼をつなぐ」を掲載しています。
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日
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に
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基
礎
・
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本
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32ページの中身

気
づ
き
の
整
理

学
び
を
振
り
返
る

❸自己
評
価
・
相
互
評
価
の
た
め
の
観
点
を

明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。

見通しをもって
学ぶ

日常に生かす

単元

主
体
的
に
練
習
す
る

❷❶で
把
握
し
た
学
習
事
項
に
焦
点
を
当
て

た
練
習
課
題
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

学
習
目
標
に
自
ら
気
づ
く

❶文字
の
書
き
方
に
つ
い
て
考
え
、
自
分
で
な
ん
ら
か

の
規
則
性
に
気
づ
く
こ
と
で
、
学
習
へ
の
意
欲
が
高

ま
り
ま
す
。

四
４
学
習
を
生
か
そ
う

国

語

理 科

社

会

美

術

数 学

体 育

家 庭

2  

教
科
の
名
前
を
行
書
で
書
こ
う
。

36
ペ
ー
ジ

1  

行
書
の
特
徴
を
確
か
め
な
が
ら
、
共
通
す
る
部
分
を
も
つ
漢
字
を

行
書
で
書
こ
う
。

36
ペ
ー
ジ

古

若

育

朗

◆a 曲線化◆

灰

原

直接連続◆

技

拝

脈の連続◆

気
づ
き
の
整
理

17

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

連
続
さ
せ
る
と
、
な
ぜ
速
く
書
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

◆筆脈の連続◆◆直接連続◆

１ 

画
が
な
い
と
こ
ろ
に
連
続
線
が
出
る
場
合
（
筆
脈
の
連
続
）

２ 

画
の
終
わ
り
と
次
の
画
の
始
め
が
直
接
つ
な
が
る
場
合
（
直
接
連
続
）

次の画への

最短距
きょ

離
り

を通る。

1画めと 2画めが

つながる。

b
点
画
が
連
続
す
る（
筆
脈
の
連
続
・
直
接
連
続
）

気
づ
い
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う

気
づ
き
を
生
か
し
て
書
こ
う

確
か
め
合
お
う

筆
脈
の
連
続
・
直
接
連
続

観
点

全部つなぐと

読みにくくなるので

注意が必要です。

ペ
ー
ジ

32

毛
筆
で
確
か
め
よ
う

教材

教材教材「学習を
生かそう」

日
常
の
学
習
や
生
活
に
生
き
る
書
写
の
学
び
を
実
現
し
ま
す
。

平
成
24
年
度
版『
中
学
生
の
書
写
』基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
教
科
書
の
し
く
み

各
教
材
は
、
次
の
●❶
●❷
●❸
の
流
れ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
学
習
の

流
れ
を
一
望
で
き
る
紙
面
構
成
で
、
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ぶ
の
か
と

い
う
見
通
し
を
も
っ
て
、
授
業
に
臨
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

32

四
漢
字
を
速
く
書
こ
う
行
書

17
ペ
ー
ジ

毛
筆
字
形
例

Ｂ
　
そ
の
他
の
課
題

　
①「
元
」の
字
形

　
②「
気
」の
字
形

Ａ
　
中
心
課
題

筆
脈
の
連
続

直
接
連
続

04
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13

●頭語の位置

（一文字下げて

書く場合もある。）

●署名　行末にそろえて書く。

●結語の位置　行末にそろえて書く。

●日付

本文より二文字

程度下げて書く。

●宛
あて

名

行頭にそろえて書く。

（団体の場合は

「～御
おん

中
ちゅう

」）

●封筒（横）

2  

手
紙
を
書
こ
う
。

行
書
と
仮
名
の
調
和
に
気
を
つ
け
て
書
こ
う
。

●
封ふ
う

筒と
う

（
縦
）

（
拝は
い

啓け
い

　
信し
ん

頼ら
い

）

（
滋し

賀が

　
神か

奈な

川が
わ

）

18

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

五
文
字
の
使
い
方
を
工く

夫ふ
う

し
よ
う
身
の
ま
わ
り
の
文
字

目
標 

身
の
ま
わ
り
の
文
字
の
工
夫
や
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え

文
字
を
使
い
分
け
る
。

１
文
字
の
使
い
方
の
工
夫
を
見
つ
け
よ
う

1  

下
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
話
し
合
お
う
。

●●ト
ラベル

03 - X
XXX -

XXXX

手
書
き
？
　
活
字
？

文
字
の
大
き
さ
や
書
体
は
？

ツ
ア
ー
名
は
な
ぜ
こ
ん
な
に

大
き
な
文
字
な
の
か
な
？

旅
程
が
手
書
き
じ
ゃ
な
い

の
は
な
ぜ
か
な
？

ア

 

次
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
文
字
で

表
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
・
ツ
ア
ー
の
名
前

　
・
ツ
ア
ー
の
代
金

　
・
ツ
ア
ー
の
紹
し
ょ
う

介か
い

　
・
旅
程

　
・
問
い
合
わ
せ
先

イ

文
字
の
使
い
方
は
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

11.2.21   2:16:50 P

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

五
文
字
の
使

目
標
身
の
ま
わ
り
の

文
字
を
使
い
分

１
文
字
の
使
い
方

1
下
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
話

ツ
ア
ー
名
は

大
き
な
文
字

ア

次
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ

表
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か

・
ツ
ア
ー
の
名
前

・
ツ
ア
ー
の
代
金

・
ツ
ア
ー
の
紹
し
ょ
う

介か
い

・
旅
程

・
問
い
合
わ
せ
先

イ

文
字
の
使
い
方
は

21

⑤
帯
を
つ
く
ろ
う
。

確
か
め
合
お
う

文
字
の
使
い
方
の
工
夫

観
点

2712_五2カ�ー.indd   21

生徒作品例

相手や目的を
意識する

効果的な
書き方を
工夫する

身のまわりの
文字に
関心をもつ

学
ん
だ
こ
と
が
日
常
に
生
き
る
教
材

じ
っ
く
り
取
り
組
む

毛
筆
課
題
は
、
学
習
事
項
に
沿
っ
た
練
習
の
た
め
の

解
説
を
付
し
、
見
開
き
で
示
し
て
い
ま
す
。

学
び
の
道
筋
が
は
っ
き
り
見
え
る
教
材
が
学
習
意
欲
を
喚
起
し
、基
礎
・
基
本
が
し
っ
か
り
と
身
に
つ
き
ま
す
。

そ
し
て
、身
に
つ
い
た
力
を
日
常
に
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
な
学
習
活
動
が
効
果
的
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

19

音 楽 理

英 語 数

保 健 体

技 術 家

灰

原

第

筋

◆b -2 直接連続◆

技

拝

員

責

◆b -1 筆脈の連続◆

反

友

◆c -1 形の変化◆

北

背

集

楽

◆c -2 方向の変化◆

3  

学
習
を
生
か
し
て
、
自
分
の
名
前
を
行
書
で
書
こ
う
。

「
学
習
を
生
か
そ
う
」は
単
元
の
ま
と
め
で
す
。
硬
筆
課
題
の
手
本
を

あ
え
て
同
一
紙
面
上
に
示
さ
な
い
な
ど
の
工
夫
を
し
、
日
常
の
書
字

場
面
に
生
き
る
力
が
育
ま
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

33

　
②「
気
」の
字
形

　
　
　
　
直
接
連
続
の
筆
使
い

05
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06

1
学
び
を
生
活
や
他
の
学
習
に
ひ
ら
く
た
め
に

●
広
島
大
学
大
学
院  

松
本
仁
志

考
え
な
け
れ
ば
身
に
つ
か
な
い

　
「
教
材
を
書
写
さ
せ
る
と
抜
群
に
上
手
い
が
、ふ
だ

ん
の
文
字
は
拙
い
。」

　

よ
く
耳
に
す
る
言
葉
で
あ
る
。
こ
れ
は
指
導
の
失

敗
を
意
味
し
て
い
る
。〈
生
活
に
役
立
つ
書
写
の
力
を

育
成
す
る
〉
と
い
う
国
語
科
書
写
の
ね
ら
い
が
達
成

で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
生
徒
は
、
模
倣

は
上
手
だ
が
、
手
本
に
内
在
す
る
字
形
の
原
則
に
気

づ
い
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

　

も
ち
ろ
ん
、
模
倣
に
も
学
習
効
果
は
あ
る
。
し
か

し
、
模
倣
す
る
こ
と
と
原
則
に
気
づ
く
こ
と
に
は
大

き
な
違
い
が
あ
る
。
模
倣
に
は
図
形
認
識
的
な
力
が

発
動
し
、原
則
の
発
見
に
は
類
型
化
の
思
考
が
働
く
。

　

図
形
認
識
の
力
で
書
写
力
を
向
上
さ
せ
る
に
は
、

仮
名
全
て
と
少
な
く
と
も
常
用
漢
字
全
て
の
手
本
が

必
要
に
な
る
が
、
類
型
化
の
思
考
を
使
え
ば
、
一
つ

の
文
字
の
学
習
で
、
多
く
の
文
字
に
つ
い
て
向
上
が

期
待
が
で
き
る
。

考
え
る
授
業
の
し
く
み

　

こ
こ
で
、『
中
学
生
の
書
写
』
の
紙
面
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
教
材
は
次
の
よ
う
な
流
れ

で
構
成
さ
れ
て
い
る
。（
❶
）

・ 

ま
ず
、「
な
ぜ
速
く
書
け
る
の
だ
ろ
う
」
と
問
い
か

け
て
い
る
。
生
徒
は
考
え
る
こ
と
で
自
ら
技
能
の

存
在
に
気
づ
く
。

・ 
次
に
、課
題
文
字
を
提
示
し
て
い
る
。
生
徒
は
、実

際
に
書
く
こ
と
で
、自
ら
の
気
づ
き
を
確
か
め
、技

能
と
し
て
習
得
す
る
。

・ 

同
時
に
、
字
形
・
筆
順
の
原
則
に
そ
っ
て
他
の
文

字
も
提
示
し
て
い
る
。
習
得
し
た
技
能
の
応
用
の

可
能
性
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
単
元
の
ま
と
め
で
あ
る
「
学
習
を
生
か
そ

う
」
で
は
、
手
本
を
見
ず
に
字
を
書
く
課
題
（
❷
）

を
数
パ
タ
ー
ン
用
意
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
、
原
則
に
照
ら
し
て
考
え
る
活
動
を
経

た
後
に
書
く
、
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
生
徒

まつもと　ひとし／広島
大学大学院教育学研究科
准教授。書写のカリキュ
ラム開発に専心。平成23
年度から施行される小学
校の学習指導要領で文字
と書写に関する事項の解
説執筆を担当。

『
中
学
生
の
書
写
』の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

考
え
る
こ
と
を
大
切
に
し
た
書
写
教
育
を
目
指
し
て

が
主
体
的
に
課
題
に
取
り
組
む
課
題
解
決
的
な
思
考

の
流
れ
を
、『
中
学
生
の
書
写
』
は
保
障
し
て
い
る
。

運
用
す
る
授
業
の
し
く
み

　

さ
て
、一
つ
の
文
字
を
練
習
す
る
の
と
は
異
な
り
、

日
常
生
活
や
他
の
学
習
活
動
に
お
け
る
書
字
場
面

（
手
紙
を
書
く
、
報
告
書
を
書
く
な
ど
）
に
は
、
た
い

て
い
相
手
（
読
み
手
）
や
目
的
が
あ
る
。
そ
う
し
た

相
手
や
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
書
き
方
や
筆
記
用
具
を

判
断
す
る
力
も
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
語

科
書
写
の
ね
ら
い
と
し
て
新
し
く
掲
げ
ら
れ
た
〈
我

が
国
の
伝
統
的
な
文
字
文
化
や
こ
れ
か
ら
の
社
会
に

役
立
つ
様
々
な
文
字
文
化
に
関
す
る
認
識
及
び
そ
れ

ら
に
親
し
む
態
度
の
育
成
〉
に
も
密
接
に
か
か
わ
っ

て
く
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
12
〜
13
ペ
ー
ジ
で
触
れ

て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
、
書
写
技
能
を
統
合
的
に

運
用
す
る
力
も
実
践
的
に
身
に
つ
け
ら
れ
る
よ
う
、

『
中
学
生
の
書
写
』
は
教
材
設
定
を
工
夫
し
て
い
る
。

　

日
常
の
書
字
活
動
の
場
面
を
想
定
し
た
課
題
は
、

書
写
の
時
間
に
限
ら
ず
、
国
語
科
の
授
業
や
さ
ま
ざ

P06-07_特集1_No2.indd   6 11.4.4   10:32:32 AM



07

ま
な
学
校
行
事
の
一
環
と
し
て
扱
う
こ
と
も
有
効
で

あ
る
。
書
写
の
時
間
を
飛
び
出
し
て
文
字
の
学
び
を

楽
し
む
チ
ャ
ン
ス
を
生
徒
に
与
え
て
ほ
し
い
。

「
考
え
る
こ
と
」
を
大
切
に
し
た
教
科
書

　
〈
生
活
に
役
立
つ
書
写
の
力
〉が
単
な
る
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
に
、『
中
学
生
の
書
写
』
で
は

「
な
ぜ
？　

ど
う
し
て
？
」
と
い
う
問
い
を
大
切
に

し
、「
考
え
る
こ
と
」
を
大
切
に
し
た
学
び
の
過
程
を

用
意
し
て
い
る
。

①
学
習
目
標
に
自
ら
気
づ
く

「
な
ぜ
？ 

ど
う
し
て
？
」か
ら
ス
タ
ー
ト

③
学
び
を
振
り
返
る

観
点
を
明
確
に
し
て

自
己
評
価
・
相
互
評
価
を

行
う

②
主
体
的
に
練
習
す
る

気
づ
い
た
こ
と（
規
則
性
）に
焦
点
を
あ
て
た

練
習
で
確
か
な
技
能
習
得
を
図
る

❶
課
題
解
決
的
な
思
考
の
流
れ（
全
学
年
共
通
）

手
本
を
見
ず
に
書
く
課
題
。

リ
ン
ク
マ
ー
ク
で
示
さ
れ
て
い
る
ペ
ー
ジ
に
字
形
例
が
あ
る
の
で
、

書
い
た
後
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

❷
ま
と
め
の
教
材

17

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

連
続
さ
せ
る
と
、
な
ぜ
速
く
書
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

◆筆脈の連続◆◆直接連続◆

１ 

画
が
な
い
と
こ
ろ
に
連
続
線
が
出
る
場
合
︵
筆
脈
の
連
続
︶

２ 

画
の
終
わ
り
と
次
の
画
の
始
め
が
直
接
つ
な
が
る
場
合
︵
直
接
連
続
︶

次の画への

最短距
きょ

離
り

を通る。

1画めと 2画めが

つながる。

b
点
画
が
連
続
す
る（
筆
脈
の
連
続
・
直
接
連
続
）

気
づ
い
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う

気
づ
き
を
生
か
し
て
書
こ
う

確
か
め
合
お
う

筆
脈
の
連
続
・
直
接
連
続

観
点

全部つなぐと

読みにくくなるので

注意が必要です。

ペ
ー
ジ

32

毛
筆
で
確
か
め
よ
う

1711_四3行書.indd   17 11.2.21   1:58:45 PM

19

四
４
学
習
を
生
か
そ
う

国

語

音 楽 理 科

社

会

美

術

英 語 数 学

保 健 体 育

技 術 家 庭

₂  

教
科
の
名
前
を
行
書
で
書
こ
う
。

36
ペ
ー
ジ

₁  

行
書
の
特
徴
を
確
か
め
な
が
ら
、
共
通
す
る
部
分
を
も
つ
漢
字
を

行
書
で
書
こ
う
。

36
ペ
ー
ジ

古

若

育

朗

◆ⓐ 曲線化◆

灰

原

第

筋

◆ⓑ -2 直接連続◆

技

拝

員

責

◆ⓑ -1 筆脈の連続◆

反

友

◆ⓒ -1 形の変化◆

北

背

集

楽

◆ⓒ -2 方向の変化◆

₃  

学
習
を
生
か
し
て
、
自
分
の
名
前
を
行
書
で
書
こ
う
。

1711_四3行書.indd   19 11.2.21   1:58:51 PM

36

硬
筆
字
形
例

12
ペ
ー
ジ

12 ページ

二
楷
書
の
書
き
方
を
確
か
め
よ
う

三
仮
名
を
交
え
て
書
こ
う
漢
字
と
仮
名

4
ペ
ー
ジ

5
ペ
ー
ジ

6
ペ
ー
ジ

10
ペ
ー
ジ

7
ペ
ー
ジ

四
漢
字
を
速
く
書
こ
う
行
書

19
ペ
ー
ジ

1720_字形-硬筆.indd   36 11.2.21   2:02:47 PM
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2
毛
筆
の
チ
カ
ラ

●
香
川
大
学  
小
西
憲
一

毛
筆
と
文
字

　

文
字
が
（
漢
字
も
仮
名
も
）
毛
筆
に
よ
っ
て
生
ま

れ
育
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
は
、
現
代
の
中
学
生
に

は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
ま
ず
手
書
き
の

文
字
が
あ
っ
て
、
そ
の
あ
と
に
活
字
が
で
き
た
の
だ

と
い
う
こ
と
が
信
じ
て
も
ら
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ
れ

ど
こ
ろ
か
、
文
字
は
〝
書
く
〞
も
の
で
は
な
く
〝
打

つ
〞
も
の
で
あ
る
と
い
っ
た
日
常
が
、
子
ど
も
の
世

界
に
も
押
し
寄
せ
て
き
て
い
る
。

　

そ
れ
で
も
、
き
れ
い
な
字
を
書
き
た
い
と
い
う
子

ど
も
の
願
い
は
変
わ
ら
な
い
に
違
い
な
い
。
こ
の
願

い
に
少
し
で
も
応
え
ら
れ
た
と
き
、
書
写
は
魅
力
あ

る
も
の
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

　

文
字
は
毛
筆
に
よ
っ
て
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
。
文

字
を
整
え
て
書
く
た
め
の
方
法
は
、
毛
筆
で
練
習
す

る
こ
と
で
理
解
で
き
る
面
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

少
々
遠
回
り
に
み
え
て
も
、
毛
筆
の
性
能
を
知
り
、

毛
筆
で
学
ぶ
意
味
を
理
解
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た

い
。

毛
筆
と
行
書

　

毛
筆
を
扱
う
上
で
も
っ
と
も
大
切
な
こ
と
は
、
毛

の
弾
力
を
感
じ
取
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。毛
筆
は
、

垂
直
方
向
か
ら
押
さ
え
る
と
、跳
ね
返
す
力
が
働
く
。

こ
の
弾
力
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
毛
筆
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
払
い
」
や
「
は
ね
」

の
終
筆
は
、
弾
力
を
感
じ
な
が
ら
徐
々
に
力
を
抜
い

て
い
く
と
一
点
に
ま
と
ま
る
。

　

毛
筆
の
弾
力
を
必
要
と
す
る
最
た
る
例
が
、
行
書

の
筆
使
い
で
あ
る
。（
❶
）
行
書
の
特
徴
で
あ
る
〈
点

画
の
連
続
〉
は
、
た
だ
ず
る
ず
る
続
け
て
書
け
ば
よ

い
の
で
は
な
い
。
毛
筆
の
弾
力
に
気
を
配
り
、強
弱
・

緩
急
の
リ
ズ
ム
に
よ
っ
て
書
き
進
め
て
い
く
も
の
で

あ
る
。

　

大
学
生
の
授
業
で
、
何
文
字
か
を
行
書
で
書
く
こ

と
を
求
め
る
と
、「
知
識
が
な
い
か
ら
書
け
な
い
」
と

言
う
学
生
が
い
る
。
な
る
ほ
ど〈
直
接
連
続
〉や〈
点

画
の
省
略
〉
は
、
習
慣
化
さ
れ
た
歴
史
的
な
書
き
ぶ

り
の
知
識
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、〈
点
画
の
曲

こにし　けんいち／香川
大学教育学部教授。教員
養成課程にあって，書写
書道の楽しさを伝えられ
る教員の育成に専心する。
専門は近代篆刻史および
篆刻制作。

『
中
学
生
の
書
写
』の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

基
礎
習
得
に
お
け
る
毛
筆
学
習
の
重
要
性

線
化
〉
や
一
般
的
な
〈
筆
脈
の
連
続
〉
は
、
運
動
の

理
解
で
あ
っ
て
、
知
識
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
中

学
校
の
書
写
で
は
、
毛
筆
で
練
習
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
行
書
の
運
動
面
（
＝
リ
ズ
ム
感
）
を
ま
ず
体
得

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
そ
の
上
で
〈
直
接
連
続
〉

や
〈
点
画
の
省
略
〉
の
パ
タ
ー
ン
に
少
し
ず
つ
習
熟

し
て
い
け
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

書
写
の
授
業

　
『
中
学
生
の
書
写
』
で
は
、毛
筆
字
形
例
を
後
半
部

に
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
。（
❷
）一
つ
の
毛
筆
字

形
例
に
二
ペ
ー
ジ
を
使
い
、
豊
富
な
図
解
で
充
実
し

た
毛
筆
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
た
。
こ
れ
は

一
方
で
、
硬
筆
中
心
の
授
業
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
と
の
工
夫
で
も
あ
る
。

　

ま
た
、
毛
筆
自
体
に
抵
抗
感
を
持
つ
生
徒
が
多
い

の
が
現
状
で
あ
る
。
と
き
に
は
教
科
書
か
ら
離
れ
、

好
き
な
言
葉
や
歌
詞
を
毛
筆
で
書
か
せ
る
な
ど
、
生

徒
に
と
っ
て
、
毛
筆
が
少
し
で
も
魅
力
的
な
筆
記
用

具
と
な
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
き
た
い
。
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使
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て
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字
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字
形
例
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」 
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仮
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十
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　「思
い
や
り
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　「自
由
」 
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　「元
気
」

 

32

　
　
　「未
来
」 

 

34

硬
筆
字
形
例  

 

36

資料編

こ
の
教
科
書
で
学
習
す
る
み
な
さ
ん
へ

● 

こ
の
教
科
書
で
は
、「
自
分
の
文
字
を
よ
り
よ
く
し
て
い
こ
う
」
と
い
う
み
な
さ
ん
の

思
い
を
実
現
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
流
れ
で
学
習
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に
教
材
を

編
ん
で
い
ま
す
。積
極
的
に
取
り
組
ん
で
、一
つ
一
つ
確
実
に
学
習
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

● 

資
料
編
に
は
、
み
な
さ
ん
の
言
語
生
活
を
豊
か
に
し
、
学
習
活
動
の
参
考
と
な
る
内
容

を
集
め
て
あ
り
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
活
用
し
、
言
葉
の
学
習
を
確
か
な
も
の
、

実
り
あ
る
も
の
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

学
習
を
生
か
そ
う

毛
筆
で
確
か
め
よ
う

気
づ
き
を
生
か
し
て
書
こ
う

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

気
づ
い
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う

確
か
め
合
お
う

自
分
で
学
習
課
題
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

話
し
合
う
こ
と
で
新
た
な
課
題
が
見
つ
か

る
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
気
づ
い
た
こ

と
は
、
自
分
の
言
葉
で
書
き
と
め
、
き
ち

ん
と
整
理
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

気
づ
い
た
こ
と
を
、
実
際
に
硬
筆
と
毛
筆

で
書
き
確
か
め
、
よ
り
よ
い
文
字
が
書
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

学
習
を
振ふ

り
返
り
、
学
ん
だ
こ
と
を
確
か

め
合
い
ま
し
ょ
う
。

学
習
し
た
こ
と
を
活
用
し
、
日
常
生
活
に

生
か
し
ま
し
ょ
う
。

●
次
の
記
号
は
、
文
字
を
書
く
際
に
使
う
筆
記
用
具
を
表
し
て
い
ま
す
。

鉛え
ん

筆ぴ
つ

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル

ボ
ー
ル
ペ
ン

サ
イ
ン
ペ
ン

フ
ェ
ル
ト
ペ
ン

万
年
筆

毛
筆
大
筆

毛
筆
小
筆

1703_目次.indd   1 11.2.21   1:54:40 PM

27

３
点
画
の
連
続

筆
脈
は
つ
な
が
る
。

楷
書
の
横
画

●
横
画
↓
左
払
い

次
の
画
へ

●
左
払
い
↓
横
画

●
左
払
い
↓
横
画
（
折
れ
）

●
点
↓
横
画
（
折
れ
）

い
っ
た
ん
止
ま
っ
た
あ
と
、

押お

し
出
す
よ
う
に
払
う
。

次
の
画
へ
速
く

つ
な
が
る
よ
う
に
、

軽
く
止
め
て
は
ね
返
す

こ
と
が
あ
る
。

筆
脈
の
連
続

直
接
連
続

2715_字形-点画.indd   27 11.2.21   2:18:55 PM

26

毛
筆
字
形
例
・
硬
筆
字
形
例

１
点
画
の
曲
線
化（
折
れ
）

２
点
画
の
形
の
変
化
（
右
払
い
）

止
ま
ら
ず
に

方
向
を
変
え
る
。

前
の
画
か
ら
の

流
れ
を
受
け
て

軽
く
入
れ
る
。

こ
の
よ
う
に

止
め
る
こ
と

も
あ
る
。

払は
ら

わ
ず
に
止
め
る
。

楷
書
の
右
払
い

行
書
の
基
本
点
画

楷
書
の

　折
れ

2715_字形-点画.indd   26 11.2.21   2:18:51 PM

18

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

点
画
の
形
や
方
向
が
変
わ
る
と
、
な
ぜ
速
く
書
け
る
の
だ
ろ
う
か
。

１ 

点
画
の
形
が
変
化
す
る
場
合

２ 

点
画
の
方
向
が
変
化
す
る
場
合

◆方向の変化◆

次の画へ速く移るために…次の画へ速く移るために…

c
点
画
が
変
化
す
る（
形
の
変
化
・
方
向
の
変
化
）

確
か
め
合
お
う

形
の
変
化
・
方
向
の
変
化

観
点 ◆形の変化◆

気
づ
き
を
生
か
し
て
書
こ
う

気
づ
い
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う

形が変わる。方向が変わる。

ペ
ー
ジ

34

毛
筆
で
確
か
め
よ
う

1711_四3行書.indd   18 11.2.21   1:58:50 PM

35

Ａ	

中
心
課
題

Ｂ	

そ
の
他
の
課
題

点
画
の
形
の
変
化
（
終
筆
の
変
化
）

楷
書

行
書

　①「
未
」の
字
形

　②「
来
」の
字
形

1719_字形-未来.indd   35 11.2.21   2:02:32 PM

34

四
漢
字
を
速
く
書
こ
う
行
書

18
ペ
ー
ジ

毛
筆
字
形
例

1719_字形-未来.indd   34 11.2.21   2:02:28 PM

09

朱
墨
と
淡
墨
を
使
っ
て
、筆
圧
や
リ
ズ
ム
を

わ
か
り
や
す
く
図
解
。

❶
行
書
の
基
本
点
画

（
第
二・三
学
年
）

❷『
中
学
生
の
書
写
』の
構
成

リンク
毛筆課題は，後掲する
ことでスペースを確保
し，必要な情報を採録。
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10

3
行
書
学
習
の
入
り
口
と
出
口

●
安
田
学
園
安
田
小
学
校  

新
田
直
美

中
学
校
書
写
に
お
け
る
行
書
学
習
の
重
要
性

　

生
徒
に
「
行
書
と
は
？
」
と
質
問
す
る
と
、「
大
人

の
人
の
書
く
続
け
字
」
と
か
「
く
ず
し
字
」
と
い
う

答
え
が
返
っ
て
く
る
。
一
般
に
「
楷
書
を
く
ず
し
た

文
字
が
行
書
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
が
あ
る
よ
う
だ

が
、
行
書
と
楷
書
は
ほ
ぼ
同
時
期
に
生
ま
れ
た
書
体

で
あ
り
、
歴
史
的
に
は
誤
っ
た
認
識
で
あ
る
。
し
か

し
、
今
日
の
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
生
徒
が
理
解

し
や
す
い
よ
う
に
、
ふ
だ
ん
使
用
し
て
い
る
楷
書
の

速
書
形
と
い
う
位
置
づ
け
で
行
書
指
導
が
行
わ
れ
て

い
る
。
行
書
は
、
書
写
学
習
の
ね
ら
い
と
す
る
「
読

み
や
す
さ
」
と
「
速
さ
」
の
二
つ
の
条
件
を
満
た
す

効
率
の
良
い
書
体
で
あ
り
、
日
常
の
書
字
に
関
わ
る

重
要
な
指
導
事
項
で
あ
る
。

　

現
在
の
義
務
教
育
で
は
、
行
書
学
習
の
機
会
は
中

学
校
の
三
年
間
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
学

校
書
写
に
お
け
る
行
書
学
習
が
、
生
涯
に
わ
た
る
文

字
活
用
を
大
き
く
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は

な
い
。
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
書
写
授

業
の
充
実
を
目
指
し
た
い
。

楷
書
か
ら
行
書
へ
の
導
入
の
工
夫

　

生
徒
に
と
っ
て
、
行
書
は
初
め
て
学
ぶ
書
体
で
あ

る
。
新
鮮
な
学
習
意
欲
を
大
切
に
し
、
抵
抗
感
な
く

取
り
組
め
る
よ
う
に
指
導
を
工
夫
し
た
い
。
行
書
に

対
す
る
期
待
感
と
興
味
・
関
心
の
高
い
導
入
期
は
、

書
写
へ
の
苦
手
意
識
や
、
自
分
の
文
字
に
対
す
る
嫌

悪
感
を
払
拭
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。

　

行
書
の
特
徴
で
あ
る
曲
線
的
で
柔
ら
か
い
線
や
リ

ズ
ミ
カ
ル
な
運
筆
は
、
姿
勢
・
執
筆
と
密
接
な
関
係

が
あ
る
。
ま
た
、
楷
書
に
比
べ
て
筆
路
が
明
快
に
な

る
だ
け
で
な
く
、
筆
順
が
変
化
す
る
文
字
も
あ
る
の

で
、楷
書
学
習
の
振
り
返
り
を
確
実
に
行
っ
た
上
で
、

行
書
学
習
へ
の
導
入
を
図
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
『
中
学
生
の
書
写
』
で
は
、小
学
校
書
写
で
の
楷
書

学
習
を
総
括
す
る
こ
と
に
続
け
て
、
楷
書
を
速
く
書

く
こ
と
に
よ
っ
て
必
然
的
に
現
れ
る
行
書
の
特
徴
を

体
感
認
識
し
、
そ
の
上
で
行
書
を
学
ぶ
必
要
性
に
思

い
が
至
る
よ
う
に
工
夫
し
て
あ
る
。（
❶
）身
の
ま
わ

にった　なおみ／安田学
園安田小学校，安田女子
大学での児童，学生の指
導のほか，書道教育団体
での手本の執筆や実技指
導，書写教育研究会での
書写学習の推進など，実
践の場を中心に活動。専
門は硬筆書写。

『
中
学
生
の
書
写
』の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

行
書
学
習
の
意
義

り
に
あ
る
行
書
例
を
示
す
、
あ
る
い
は
名
前
を
行
書

体
で
書
か
せ
る
な
ど
、
行
書
へ
の
興
味
を
さ
ら
に
広

げ
た
い
。

中
学
行
書
学
習
の
ね
ら
い
と
意
義

　

行
書
に
は
幾
つ
か
の
ル
ー
ル
が
あ
り
、
こ
の
ル
ー

ル
を
系
統
的
・
段
階
的
に
理
解
す
る
こ
と
が
鍵
と
な

る
。『
中
学
生
の
書
写
』
は
、「
一
年
」
で
行
書
の
基

礎
的
要
素
の
う
ち
〈
点
画
の
曲
線
化
〉〈
点
画
の
連

続
〉〈
点
画
の
形
や
方
向
の
変
化
〉
を
、「
二
・
三
年
」

で
〈
点
画
の
省
略
〉〈
筆
順
の
変
化
〉
と
行
書
に
調
和

す
る
仮
名
の
書
き
方
を
配
し
、
そ
れ
ぞ
れ
無
理
な
く

着
実
に
学
習
で
き
る
構
成
と
し
て
あ
る
。

　

生
活
の
中
に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
書
字
場
面
で
、
相

手
や
目
的
に
ふ
さ
わ
し
い
書
体
を
判
断
す
る
力
や
、

豊
か
で
幅
広
い
運
用
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
、

中
学
校
の
行
書
学
習
の
最
終
的
な
目
標
と
な
ろ
う
。

（
❷
）

　

中
学
校
書
写
で
の
授
業
展
開
が
、
身
の
ま
わ
り
の

多
様
な
文
字
に
目
を
向
け
る
契
機
と
な
り
、
わ
が
国
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16

2   

楷
書
仮
名
交
じ
り
で
書
こ
う
。

誰
に
で
も
読
み
や
す
い
よ
う
に
、
て
い
ね
い
に
記
録
ノ
ー
ト
を
つ
く
ろ
う
。

1   

行
書
仮
名
交
じ
り
で
書
こ
う
。

座
談
会
で
発
表
者
が
話
を
し
て
い
る
内
容
を
、
聞
き
な
が
ら
メ
モ
を
取
っ
て
い
る
つ
も
り
で
、

速
く
書
こ
う
。

あ
と
か
ら
読
み
直
し
て

わ
か
る
よ
う
に

書
き
ま
し
ょ
う
。

四
２
学
習
を
生
か
そ
う

2710_四2学習.indd   16 11.2.21   2:16:05 PM

17

2710_四2学習.indd   17 11.2.21   2:16:05 PM

の
伝
統
的
な
文
字
文
化
の
認
識
や
手
書
き
の
日
常
化

へ
と
つ
な
が
る
こ
と
、
さ
ら
に
は
高
等
学
校
で
の
芸

術
科
書
道
へ
と
発
展
す
る
こ
と
を
切
に
願
い
た
い
。

速さを意識して，実際に文字を書く。
ただ速く書くだけでは字形がくずれ
て読みにくくなることを体感する。

上段で書いた文字と下段の行書例を比べ，
なぜ行書は読みやすいのか考える。

行書にはいくつかの特徴があることを知り，
これからの行書の学習の見通しをもつ。

座談会で聞き取りメモをとるときは，速く漏れなく，かつ後から読み直せる字で書きた
い。そのメモをもとに正式な記録にまとめるときは，誰にでも読みやすく書くことを心
がけたい。目的・読み手・場面に合わせて判断することが大切である。

14

四
漢
字
を
速
く
書
こ
う
行
書

目
標 

行
書
の
基き

礎そ

的
な
特
徴
を
理
解
し
て
書
く
。

１
速
く
書
く
と
文
字
の
形
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う

①
ゆ
っ
く
り
と

て
い
ね
い
に

竹
取
物
語

竹
取
物
語

②
十
秒
以
内
で

竹
取
物
語

③
七
秒
以
内
で

竹
取
物
語

④
四
秒
以
内
で

A	「
折
れ
」
の
形

B	「
払は
ら

い
・
止
め
・
は
ね
」
の
形

C	

文
字
の
読
み
や
す
さ

1 �

指
示
に
従
っ
て
、「
竹
取
物
語
」
と
書
い
て
み
よ
う
。

①
と
②
③
④
と
の
、
形
と
読
み
や
す
さ
を
比
べ
よ
う
。

気
づ
い
た
こ
と
を
ま
と
め
よ
う

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

2 �

次
の
「
竹
取
物
語
」
は
、
行
書
で
書
か
れ
て
い
る
。

後
の
Ａ
〜
Ｃ
の
点
に
注
意
し
て
、
上
の
③
④
と
共
通
す
る
点
や

異
な
る
点
を
探
し
、
例
に
な
ら
っ
て
書
き
こ
も
う
。

〔
例
〕

「
折
れ
」
の
形
が

③
と
同
じ
（
Ａ
）

速
く
読
み
や
す
く
書
く
た
め
に
、
行
書
は

便
利
だ
ね
。
こ
れ
か
ら
学
習
し
よ
う
。

1710_四1速く書く.indd   14 11.2.21   1:57:22 PM

15

a 

点
画
が
丸
み
を
も
つ
。（
曲
線
化
）

b 

点
画
が
連
続
す
る
。（
筆
脈
の
連
続
・
直
接
連
続
）

c 

点
画
が
変
化
す
る
。（
形
の
変
化
・
方
向
の
変
化
）

d 

点
画
が
省
略
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

e 

筆
順
が
変
わ
る
こ
と
が
あ
る
。

四
２
行
書
の
特
徴
を
確
か
め
よ
う

◆楷書◆◆行書◆ 右
の
ペ
ー
ジ
の
学
習
を
ふ
ま
え
て
、行
書
の
特
徴
を
整
理
し
よ
う
。

小
筆
や
鉛
筆
で
書
い
て
み
よ
う
。

楷書

行書

行書

楷
書
か
ら
行
書
へ

a

b

c

d

e

速
く
書
け
て

読
み
や
す
い

行
書
の
特
徴

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

21

3

1710_四1速く書く.indd   15 11.2.21   1:57:28 PM

❶
行
書
の
導
入（
第
一
学
年
）

❷
楷
書
と
行
書
を
使
い
分
け
る（
第
二
学
年
）

P10-11_特集3_No2.indd   11 11.4.4   10:14:33 AM
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4
身
の
ま
わ
り
の
文
字
か
ら
学
び
、生
か
す

●
安
田
女
子
大
学  

谷
口
邦
彦

新
し
い
指
導
事
項
と
そ
の
背
景

　
「
知
識
・
技
能
の
習
得
と
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現

力
等
の
育
成
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
す
る
こ
と
」
を
基

本
的
な
ね
ら
い
の
一
つ
と
し
て
掲
げ
た
新
し
い
学
習

指
導
要
領
で
は
、
第
三
学
年
の
書
写
に
関
す
る
事
項

と
し
て「
身
の
回
り
の
多
様
な
文
字
に
関
心
を
持
ち
、

効
果
的
に
文
字
を
書
く
こ
と
」
が
新
た
に
設
け
ら
れ

た
。

　

現
代
社
会
に
お
い
て
、
文
字
は
そ
の
筆
記
法
に
お

い
て
、
電
子
機
器
の
キ
ー
に
よ
る
入
力
が
多
く
を
占

め
る
よ
う
に
な
る
等
、
社
会
状
況
の
変
化
に
伴
っ
て

多
様
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
社
会
生
活
に
変
化
が
生
じ
よ
う
と
も
、
そ

の
都
度
、
相
手
や
目
的
に
応
じ
て
文
字
の
書
き
方
を

使
い
分
け
、
工
夫
し
て
き
た
の
が
私
た
ち
の
伝
統
的

な
文
字
文
化
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

生
徒
を
と
り
ま
く
文
字
文
化

　

新
聞
や
雑
誌
で
は
、
フ
ォ
ン
ト
や
大
き
さ
が
異
な

る
活
字
が
使
い
分
け
ら
れ
て
お
り
、
街
中
を
歩
け
ば

活
字
・
手
書
き
を
含
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
看
板
を
目
に

す
る
。
よ
く
見
る
と
、
視
覚
的
な
効
果
を
考
え
て
そ

れ
ぞ
れ
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

生
徒
た
ち
の
こ
れ
か
ら
の
生
活
を
想
像
し
て
み
る

と
、
目
上
の
人
へ
の
手
紙
で
は
改
ま
っ
た
書
式
と
丁

寧
な
書
字
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
し
、
文
書
等
を
作

成
す
る
際
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
フ
ォ
ン
ト
を

選
択
し
た
り
、
と
き
に
手
書
き
で
文
字
を
加
え
た
り

と
い
っ
た
場
面
も
出
て
く
る
だ
ろ
う
。
身
の
ま
わ
り

に
は
多
く
の
筆
記
具
が
あ
り
、
パ
ソ
コ
ン
を
含
め
、

表
現
手
段
の
選
択
幅
は
広
が
る
ば
か
り
だ
。

　

文
字
の
伝
達
性
や
表
現
性
な
ど
を
考
え
な
が
ら
、

目
的
や
必
要
に
応
じ
て
効
果
的
に
使
い
分
け
る
と
い

う
私
た
ち
の
文
字
文
化
は
、
こ
れ
か
ら
も
継
承
し
て

い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

新
し
い
書
写
の
授
業

　

書
写
の
指
導
で
は
、
字
形
を
正
し
く
整
え
、
配
列

に
配
慮
し
て
調
和
よ
く
書
く
、
と
い
う
こ
と
に
多
く

たにぐち　くにひこ／安
田女子大学文学部書道学
科准教授。専門は書写書
道教育，金石学，漢字書法。
中・高教員経験を生かして
書写書道の授業に関する
実践的な研究を続ける。

『
中
学
生
の
書
写
』の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

身
の
ま
わ
り
の
文
字
へ
の
関
心
と
、効
果
的
に
書
く
こ
と

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぐ
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
、
生
徒
た
ち
が
、
身
に
つ
け
た
知
識
・
技

能
を
日
常
生
活
に
生
か
す
た
め
に
も
、
身
の
ま
わ
り

に
使
わ
れ
て
い
る
活
字
を
含
め
た
文
字
に
関
心
を
も

ち
、
そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

知
っ
た
う
え
で
、
実
際
に
使
っ
て
み
る
と
い
う
学
習

プ
ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
こ
の
こ
と
が
第
三

学
年
の
指
導
事
項
と
し
て
明
示
さ
れ
て
い
る
。
次

ペ
ー
ジ
に
掲
げ
た
の
は
、
そ
こ
に
対
応
し
た
教
材
で

あ
る
。（
❶
）こ
こ
で
想
定
し
て
い
る
よ
う
な
活
動
に

お
い
て
は
、
相
手
意
識
や
目
的
意
識
を
明
確
に
す
る

力
も
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
が
機
能
し
て
初
め
て
、

文
字
を
効
果
的
に
活
用
で
き
る
書
写
能
力
と
言
え
る

の
で
あ
る
。

P12-13_特集4_No2.indd   12 11.4.4   10:14:54 AM
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❶
第
三
学
年
の
新
設
単
元

19

2 �

身
の
ま
わ
り
の
文
字
を
見
て
み
よ
う
。

右
下
の
チ
ラ
シ
を
見
て
気
づ
い
た
こ
と
を
生
か
し
て
、

身
の
ま
わ
り
の
も
の
を
見
て
み
よ
う
。

お
も
し
ろ
い
と
思
っ
た
も
の
を
紹
介
し
合
お
う
。

文
字
の
使
い
方
の
工
夫
に
つ
い
て
、

気
づ
い
た
こ
と
を
書
き
出
そ
う
。

・
文
字
の
種
類
や
使
い
分
け

・
工
夫
の
効
果

・
作
り
手
の
ね
ら
い

箱
の
中
身
が

す
ぐ
に
わ
か
る
ね
。

印
象
が
ず
い
ぶ
ん
違
う
ね
。

い
ろ
い
ろ
な
書
体
が
使
わ

れ
た
看
板
を
見
つ
け
た
よ
。

2711_五1身の回り.indd   19 11.2.21   2:16:54 PM

18

考
え
よ
う
・
話
し
合
お
う

五
文
字
の
使
い
方
を
工く

夫ふ
う

し
よ
う
身
の
ま
わ
り
の
文
字

目
標 

身
の
ま
わ
り
の
文
字
の
工
夫
や
そ
の
効
果
に
つ
い
て
考
え

文
字
を
使
い
分
け
る
。

１
文
字
の
使
い
方
の
工
夫
を
見
つ
け
よ
う

₁ �

下
の
チ
ラ
シ
を
見
て
、
話
し
合
お
う
。

●●トラベル
03 - XXXX - XXXX

手
書
き
？

　活
字
？

文
字
の
大
き
さ
や
書
体
は
？

ツ
ア
ー
名
は
な
ぜ
こ
ん
な
に

大
き
な
文
字
な
の
か
な
？

旅
程
が
手
書
き
じ
ゃ
な
い

の
は
な
ぜ
か
な
？

ア

�

次
の
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
文
字
で

表
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
・
ツ
ア
ー
の
名
前

　
・
ツ
ア
ー
の
代
金

　
・
ツ
ア
ー
の
紹

し
ょ
う

介か
い

　
・
旅
程

　
・
問
い
合
わ
せ
先

イ

文
字
の
使
い
方
は
、
ど
の
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

2711_五1身の回り.indd   18 11.2.21   2:16:50 PM

21

⑤
帯
を
つ
く
ろ
う
。

確
か
め
合
お
う

文
字
の
使
い
方
の
工
夫

観
点

2712_五2カ�ー.indd   21 11.2.21   2:17:15 PM

20

①
学
校
図
書
館
で
、

　紹
介
し
た
い
本
を
選
ぼ
う
。

②
書
く
内
容
を
考
え
よ
う
。

ど
ん
な
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
か
、
ど
ん
な

こ
と
を
伝
え
た
い
か
、
思
い
描え

が

き
な
が
ら

考
え
ま
し
ょ
う
。

本
の
装そ
う

丁て
い

と
の
バ
ラ
ン
ス
に
も
気
を
つ
け

ま
し
ょ
う
。③�

紙
や
筆
記
用
具
、
文
字
の
工
夫
を

考
え
よ
う
。

・
紙
の
寸
法
や
色

・
使
用
す
る
筆
記
用
具

・
文
字
の
配
置
や
大
き
さ
、
書
体

④
下
書
き
を
作
ろ
う
。

友
達
に
見
て
も
ら
っ
て
、

意
図
が
伝
わ
る
か

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

五
２
本
の
帯
を
つ
く
ろ
う

学
校
図
書
館
の
本
に
帯
を
つ
け
て
、
友
達
や
下
級
生
に
紹
介
し
よ
う
。

書
店
で
、
帯
や
ポ＊

ッ
プ
な
ど
を
見
て
、

ど
の
よ
う
な
工
夫
が
さ
れ
て
い
る
か
、

参
考
に
し
よ
う
。

＊
ポ
ッ
プ

　商
品
の
近
く
に
取
り
つ
け
、
客
の

　
　
　
　
　関
心
を
引
く
た
め
の
、
手
書
き
の

　
　
　
　
　カ
ー
ド
な
ど
の
宣
伝
物
。

2712_五2カ�ー.indd   20 11.2.21   2:17:08 PM

身のまわりの文字にどのような工夫があるか，それらにはどのような目的と効果があるか，話し合う。

身のまわりの文字から学んだ工夫を生かして，お気に入りの本の帯を書く。

P12-13_特集4_No2.indd   13 11.4.4   10:14:58 AM
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5
感
謝
の
心
を
自
分
の
言
葉
と
文
字
で
伝
え
よ
う

●
長
野
県
立
松
本
深
志
高
等
学
校  

小
林
比
出
代

こばやし　ひでよ／長野
県松本深志高等学校教諭。
書写書道教育の分野にお
いて，文字を書くこと及
びその教育に関し，様々
な角度から研究・実践を重
ねている。

『
中
学
生
の
書
写
』の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

書
写
技
能
の
運
用
能
力
を
身
に
つ
け
る
授
業

学
習
指
導
要
領
と
書
写
技
能
の
運
用
能
力

　

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
中
学
校
三
年
間
の

書
写
の
学
習
を
通
し
て
、
生
徒
を
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
「
主
体
的
な
文
字
の
使
い
手
」
と
し
て
育
て
、「
文

字
の
伝
達
性
や
表
現
性
を
考
え
な
が
ら
目
的
や
必
要

に
応
じ
て
書
く
」
力
を
つ
け
て
い
く
こ
と
が
要
請
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
、
新
設
さ
れ
た
第
三
学
年
の
「
身

の
回
り
の
多
様
な
文
字
に
関
心
を
も
ち
、
効
果
的
に

文
字
を
書
く
こ
と
」
と
い
う
指
導
事
項
や
、「
文
字
を

正
し
く
整
え
て
速
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
と
も
に
、
書
写
の
能
力
を
学
習
や
生
活
に
役
立

て
る
態
度
を
育
て
る
よ
う
に
配
慮
す
る
こ
と
」
と
い

う
内
容
の
取
扱
い
に
も
示
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
授

業
で
は
、
技
能
の
習
得
に
終
始
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
の
運
用
に
つ
い
て
意
識
を
向
け
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

授
業
の
組
み
立
て
に
あ
た
っ
て
は
、
生
徒
が
自
分

の
言
葉
と
文
字
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
書
写
の
技
能
を
日
常
の
場
面
で
生
か
せ

23

賞状用紙は , あらたまった

印象になります。

4
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
。

カ
ー
ド

　… 

読
み
や
す
い
文
字
の
大
き
さ
や
配
置
を

 

考
え
て
、
決
め
よ
う
。

便
箋

　
　… 

13
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
文
字
の
大
き
さ
や

 

配
置
を
決
め
よ
う
。

賞
状
用
紙
… 

25
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
文
字
の
大
き
さ
や

 

配
置
を
決
め
よ
う
。

5
下
書
き
を
す
る
。

　レ
イ
ア
ウ
ト
の
と
お
り
に
下
書
き
を
し
て
、
読
み

や
す
く
効
果
的
か
、
気
持
ち
が
伝
わ
る
か
、
確
認
を

し
よ
う
。
そ
し
て
、
24
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
、
文

字
の
大
き
さ
や
配
置
、
文
章
を
確
定
し
よ
う
。

6
清
書
を
す
る
。

　心
を
こ
め
て
て
い
ね
い
に
書
こ
う
。
書
き
あ
が
っ

た
ら
相
手
に
渡
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
よ
う
。

（
卓た
っ

球き
ゅ
う

　励は
げ

ま
す

　環か
ん

境き
ょ
う

）

2713_六感謝状１.indd   23 11.2.21   2:17:35 PM

22

卒
業
に
あ
た
っ
て
、
中
学
校
生
活
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
書
い
て
届
け
よ
う
。

六
学
習
の
ま
と
め

目
標 

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
書
く
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

1
誰
に
渡わ
た

す
か
考
え
る
。

先
生
や
職
員
の
方

友
達

保
護
者

　
　な
ど

2
用
紙
と
筆
記
用
具
を
決
め
る
。

カ
ー
ド
と
、
サ
イ
ン
ペ
ン
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

便び
ん

箋せ
ん

と
、
万
年
筆
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

賞
状
用
紙
と
、
筆

・
縦
書
き
か
横
書
き
か
も
決
め
よ
う
。

3
感
謝
の
気
持
ち
を
文
章
に
す
る
。

・
用
紙
の
大
き
さ
か
ら
、
だ
い
た
い
の
文
字
数
を

　確
か
め
て
お
こ
う
。

・
し
っ
か
り
推す
い

敲こ
う

を
し
よ
う
。

レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
。

カ
ー
ド

　… 

読
み
や
す
い
文
字
の
大
き
さ
や
配
置
を

 

考
え
て
、
決
め
よ
う
。

便
箋

　
　… 

13
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
文
字
の
大
き
さ
や

 

配
置
を
決
め
よ
う
。

賞
状
用
紙
… 

25
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
文
字
の
大
き
さ
や

 

配
置
を
決
め
よ
う
。

下
書
き
を
す
る
。

　レ
イ
ア
ウ
ト
の
と
お
り
に
下
書
き
を
し
て
、
読
み

や
す
く
効
果
的
か
、
気
持
ち
が
伝
わ
る
か
、
確
認
を

し
よ
う
。
そ
し
て
、
24
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
、
文

字
の
大
き
さ
や
配
置
、
文
章
を
確
定
し
よ
う
。

清
書
を
す
る
。

　心
を
こ
め
て
て
い
ね
い
に
書
こ
う
。
書
き
あ
が
っ

た
ら
相
手
に
渡
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
よ
う
。
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❶
三
年
間
の
ま
と
め
の
単
元

学
習
指
導
要
領
の
、
第
二
学
年「
目
的
や
必
要
に
応
じ
て
、
楷
書
又

は
行
書
を
選
ん
で
書
く
こ
と
」や
、
第
三
学
年「
身
の
回
り
の
多
様

な
文
字
に
関
心
を
も
ち
、
効
果
的
に
文
字
を
書
く
こ
と
」に
対
応
し

た
単
元
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
学
習
し
た
こ
と
を
生
か
し
て
考
え

さ
せ
た
い
。
ま
た
、「
速
く
書
く
」力
を
反
映
さ
せ
て
、
行
書
で
メ
モ

書
き
さ
せ
て
も
よ
い
。
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15

る
力
を
育
む
こ
と
を
目
指
し
た
い
。

自
分
の
文
字
で
心
を
届
け
る

　
『
中
学
生
の
書
写
』
で
は
、
三
年
生
（
＝
三
年
間
）

の
学
習
の
ま
と
め
と
し
て
中
学
校
で
の
生
活
を
修
了

す
る
に
あ
た
り
、
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
自
分
の
文
字
で
表
し
伝
え
る
単
元
を
設
定

し
た
。（
❶
）

　

こ
の
単
元
は
、
上
に
掲
げ
た
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
書
写
技
能
を
、
目
的
や
必
要
に
応
じ
て

十
二
分
に
活
用
で
き
る
学
習
活
動
と
な
っ
て
い
る
。

一
字
一
字
心
を
込
め
て
書
い
た
言
葉
を
通
し
て
そ
の

思
い
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
、
生
徒
が
実
感
で
き
る

よ
う
願
っ
て
い
る
。

・
レ
イ
ア
ウ
ト 

 

用
紙
の
大
き
さ
や
形
に
合
わ
せ
た
字
数
や
書
式
に
整
え
る
。

 
 

既
習
の
教
材
や
、
巻
末
の「
資
料
編
」に
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
書

式
が
参
考
に
な
る
。

・
下
書
き 

読
み
や
す
さ
と
い
う
観
点
で
見
直
す
。（
❷
）

 

行
書
で
書
か
せ
て
も
よ
い
。

・
清
書 

 

第
一
学
年
で
学
習
し
た
楷
書
や
楷
書
に
調
和
す
る
仮
名
の

書
き
方
、
お
よ
び
配
列
に
つ
い
て
の
知
識
・
技
能
を
活
用
し

て
書
か
せ
た
い
。
相
手
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、一
字
一

字
思
い
を
込
め
て
書
く
場
面
で
あ
る
。

24

◆
下
書
き
の
例
◆

学
習
し
た
こ
と
を
生
か
そ
う

　次
の
点
に
気
を
つ
け
て
下
書
き
を
見
直
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や

文
章
を
決
め
て
い
こ
う
。

文
章・

伝
え
た
い
こ
と
が
わ
か
り
や
す
く
書
け
て
い
る
か
。

レ
イ
ア
ウ
ト

・ 
文
字
の
大
き
さ
・
文
字
の
配
置
・
字
間
・
行
間
・
行
の
中
心
は 

読
み
や
す
く
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
。

・
単
語
の
途と

中ち
ゅ
うで

改
行
さ
れ
て
い
て
読
み
に
く
く
な
い
か
。

下
書
き
は
、
行
書
を
活
用
し
て
、
読
み
や
す
い
字
で

書
こ
う
。

◆d 点画の省略◆ ◆b -1 筆脈の連続◆

◆c 点画の形の変化◆

◆e 筆順の変化◆ ◆b -2 直接連続◆
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23

賞状用紙は , あらたまった

印象になります。

4
レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
。

カ
ー
ド

　… 

読
み
や
す
い
文
字
の
大
き
さ
や
配
置
を

 

考
え
て
、
決
め
よ
う
。

便
箋

　
　… 

13
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
文
字
の
大
き
さ
や

 

配
置
を
決
め
よ
う
。

賞
状
用
紙
… 

25
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
文
字
の
大
き
さ
や

 

配
置
を
決
め
よ
う
。

5
下
書
き
を
す
る
。

　レ
イ
ア
ウ
ト
の
と
お
り
に
下
書
き
を
し
て
、
読
み

や
す
く
効
果
的
か
、
気
持
ち
が
伝
わ
る
か
、
確
認
を

し
よ
う
。
そ
し
て
、
24
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
、
文

字
の
大
き
さ
や
配
置
、
文
章
を
確
定
し
よ
う
。

6
清
書
を
す
る
。

　心
を
こ
め
て
て
い
ね
い
に
書
こ
う
。
書
き
あ
が
っ

た
ら
相
手
に
渡
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
よ
う
。

（
卓た
っ

球き
ゅ
う

　励は
げ

ま
す

　環か
ん

境き
ょ
う

）
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22

卒
業
に
あ
た
っ
て
、
中
学
校
生
活
で
お
世
話
に
な
っ
た
人
に
、
感
謝
の
気
持
ち
を
書
い
て
届
け
よ
う
。

六
学
習
の
ま
と
め

目
標 

こ
れ
ま
で
の
学
習
を
生
か
し
て
書
く
。

感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
よ
う

1
誰
に
渡わ
た

す
か
考
え
る
。

先
生
や
職
員
の
方

友
達

保
護
者

　
　な
ど

2
用
紙
と
筆
記
用
具
を
決
め
る
。

カ
ー
ド
と
、
サ
イ
ン
ペ
ン
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

便び
ん

箋せ
ん

と
、
万
年
筆
や
ボ
ー
ル
ペ
ン

賞
状
用
紙
と
、
筆

・
縦
書
き
か
横
書
き
か
も
決
め
よ
う
。

3
感
謝
の
気
持
ち
を
文
章
に
す
る
。

・
用
紙
の
大
き
さ
か
ら
、
だ
い
た
い
の
文
字
数
を

　確
か
め
て
お
こ
う
。

・
し
っ
か
り
推す
い

敲こ
う

を
し
よ
う
。

レ
イ
ア
ウ
ト
を
考
え
る
。

カ
ー
ド

　… 

読
み
や
す
い
文
字
の
大
き
さ
や
配
置
を

 

考
え
て
、
決
め
よ
う
。

便
箋

　
　… 

13
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
文
字
の
大
き
さ
や

 

配
置
を
決
め
よ
う
。

賞
状
用
紙
… 

25
ペ
ー
ジ
を
見
て
、
文
字
の
大
き
さ
や

 

配
置
を
決
め
よ
う
。

下
書
き
を
す
る
。

　レ
イ
ア
ウ
ト
の
と
お
り
に
下
書
き
を
し
て
、
読
み

や
す
く
効
果
的
か
、
気
持
ち
が
伝
わ
る
か
、
確
認
を

し
よ
う
。
そ
し
て
、
24
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
し
て
、
文

字
の
大
き
さ
や
配
置
、
文
章
を
確
定
し
よ
う
。

清
書
を
す
る
。

　心
を
こ
め
て
て
い
ね
い
に
書
こ
う
。
書
き
あ
が
っ

た
ら
相
手
に
渡
し
て
、
感
謝
の
気
持
ち
を
届
け
よ
う
。

2713_六感謝状１.indd   22 11.2.21   2:17:31 PM

❷
下
書
き
の
ポ
イ
ン
ト
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は
じ
め
に

　

生
徒
は
、
音
読
・
暗
唱
が
好
き
で
あ
る
。
小
学
校

で
の
詩
歌
な
ど
の
音
読
・
暗
唱
、
中
学
校
入
学
後
も

古
典
作
品
の
音
読
・
暗
唱
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
。

　

二
年
生
の
段
階
で
は
、
音
読
・
暗
唱
に
加
え
て
、

以
下
の
学
習
目
標
で
授
業
を
組
ん
で
い
き
た
い
。

○ 

古
典
に
表
れ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方
に
ふ
れ
、

登
場
人
物
や
筆
者
の
思
い
な
ど
を
想
像
す
る
。

○ 

漢
詩
の
特
徴
を
生
か
し
て
朗
読
す
る
な
ど
し
、
古

典
の
世
界
を
楽
し
む
。

授
業
の
実
際

①
一
年
時
の
古
文
の
授
業
を
想
起
さ
せ
る
。

　

・
全
員
起
立
し
て
、
教
師
の
後
を
続
け
読
み
。

　
　

 　
『
中
学
生
の
国
語　

学
び
を
広
げ
る　

二
年
』

折
込
「
古
典
の
冒
頭
二
十
五
選
」
か
ら
『
枕
草

子
』
と
『
徒
然
草
』
の
冒
頭
を
使
用
。

　

・ 

枕
草
子
で
は
ど
ん
な
情
景
が
思
い
浮
か
ぶ
か
、

徒
然
草
で
は
作
者
の
執
筆
の
動
機
を
簡
単
に
聞

く
。

②
本
編
の
学
習

※
全
て
の
学
習
材
で
、
行
う
こ
と
。

　

・ 

範
読
↓
続
け
読
み
（
短
）
↓
続
け
読
み
（
長
）

↓
一
斉
音
読

　

・ 

傍
注
を
使
っ
て
の
内
容
の
確
認
。

※
生
徒
の
実
態
に
よ
っ
て
、
行
う
こ
と
。

　

・ 
班
対
抗
音
読
ス
ピ
ー
ド
競
争
（
早
読
み
）

　

・ 

授
業
者
と
生
徒
で
の
音
読
ス
ピ
ー
ド
競
争

　

・ 

ペ
ア
評
価
（
相
互
評
価
）〈
資
料
１
〉

　

・ 

自
己
評
価

　
　

 

ボ
イ
ス
ト
レ
ッ
ク
等
（
Ｉ
Ｃ
レ
コ
ー
ダ
ー
）
を

使
用
し
て
自
己
評
価
を
行
う
。

　

・ 

音
読
・
暗
唱
シ
ー
ト
〈
資
料
２
〉

　

・ 

前
述
の
折
込
等
を
使
用
し
、「
音
読
・
暗
唱
コ
ン

テ
ス
ト
」
を
行
う
。

　

 

資
料
１
は
友
人
間
の
評
価
、
資
料
２
は
大
人
（
教

師
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
保
護
者
等
）
の
評
価
。

教
育
基
本
法
や
中
教
審
答
申
に
伝
統
文
化
の
尊
重
が
明
記
さ
れ
、
従
前
に
増
し
た
各
学
校
段
階
、
各
教
科
で
の

指
導
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
古
典
か
ら
始
め
る
国
語
の
授
業
を
提
案
し
ま
す
。

ひだか　たつひ
と／立正大学大
学院修了。著書
に『心を育てる敬
語指導』『心を育
む国語科授業を
創る』（ともに明
治図書：共著），
『力のつく古典入
門学習50のアイ
ディア』（三省堂：
共著）などがあ
る。

変
わ
る
中
学
校
の
古
典
学
習　

第
２
回　

中
学
二
年
生

古
文
の
学
び
を
深
め
楽
し
む

●
杉
並
区
立
泉
南
中
学
校 
日
髙
辰
人

資料１

資料２
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資
料
１
を
音
読
、
資
料
２
を
暗
唱
等
、
適
宜
使
用

す
る
。

枕
草
子
・
徒
然
草
【
授
業
の
ヒ
ン
ト
】

　

古
文
で
は
歴
史
的
な
仮
名
遣
い
の
確
認
と
古
語
の

確
認
を
行
う
。

う
つ
く
し
き
も
の

・
古
語
と
現
代
語
の
違
い
を
意
識
さ
せ
る
た
め
に
、

「
う
つ
く
し
」
を
使
っ
て
短
文
づ
く
り
。

五
月
ば
か
り

・
作
者
に
と
っ
て
、山
里
を
歩
い
て
い
る
と
何
が「
を

か
し
」
な
の
か
を
考
え
る
。

・
学
校
周
辺
で
春
の
風
景
で
「
を
か
し
」
は
、
ど
ん

な
こ
と
が
あ
る
か
交
流
す
る
。

仁
和
寺
の
法
師

・
別
冊
28
ペ
ー
ジ
の
橋
本
治
の
訳
を
読
む
。

・
石
清
水
と
高
良
社
の
位
置
の
確
認
。

・「
先
達
」
が
必
要
だ
っ
た
経
験
を
交
流
す
る
。

弓
の
師

・「
懈
怠
の
心
」
が
わ
い
た
経
験
を
交
流
す
る
。

漢
詩
【
授
業
の
ヒ
ン
ト
】

　

漢
詩
で
は
漢
詩
の
形
式
、
訓
点
・
送
り
仮
名
の
確

認
を
す
る
。

黄
鶴
楼
…
…

・
ピ
ク
チ
ャ
ー
カ
ー
ド
等
を
使
い
「
黄
鶴
楼
」「
黄
鶴

楼
伝
説
」
に
つ
い
て
簡
潔
に
説
明
。

・「
孟
浩
然
と
李
白
の
別
れ
」
を
『
送
夏
目
漱
石
之
伊

予
』
で
の
「
漱
石
と
子
規
」
の
別
れ
を
比
較
す
る
。

（
漱
石
・
子
規
は
と
も
に
生
徒
に
な
じ
み
深
い
作
家

で
あ
り
、
小
説
『
坊
ち
ゃ
ん
』
の
舞
台
と
な
る
伊

予
の
松
山
に
赴
任
す
る
漱
石
の
身
を
案
じ
、
再
会

に
か
け
る
子
規
の
気
持
ち
を
読
み
取
ら
せ
る
。）

春
望

・
春
を
通
し
て
『
枕
草
子
』
冒
頭
と
比
較
す
る
。

・『
春
望
』
の
「
国
破
れ
て
山
河
あ
り
」
／
城
春
に
し

て
草
木
深
し
」
が
、
三
年
で
学
習
す
る
『
お
く
の

ほ
そ
道
』
に
関
わ
り
、
そ
れ
は
本
編
後
半
で
学
習

す
る
『
平
家
物
語
』
の
義
経
に
関
わ
る
こ
と
を
予

告
し
て
お
く
。
時
間
の
余
裕
が
あ
れ
ば
、
両
作
品

を
紹
介
す
る
。

絶
句

・「
春
」
関
連
で
『
春
望
』
と
比
較
。

・
春
の
景
色
の
色
彩
的
な
美
し
さ
を
読
み
取
り
、
学

校
周
辺
の
春
の
意
識
の
色
彩
を
見
つ
け
る
。（『
枕

草
子
』「
五
月
ば
か
り
」
で
見
つ
け
た
風
景
を
参
考

に
さ
せ
る
。）

お
わ
り
に

　

古
典
を
学
習
さ
せ
る
際
、
今
ま
で
は
中
学
校
三
年

間
を
見
通
し
て
授
業
を
組
み
立
て
て
い
け
ば
よ
か
っ

た
が
、
現
段
階
で
も
小
学
校
で
の
古
典
学
習
（
音
読

を
中
心
と
し
た
）
は
盛
ん
で
あ
る
。
中
学
校
段
階
で

は
小
学
校
で
学
習
し
た
作
品
を
い
か
に
発
展
さ
せ
て

い
く
か
が
大
切
に
な
っ
て
く
る
。
授
業
者
の
腕
の
見

せ
ど
こ
ろ
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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丼 

飯

『
中
学
生
の
国
語
』で
は
、

意
味
や
使
用
場
面
に
応
じ
て

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
漢
字
を
学
習
し
ま
す
。

　
「
ど
ん
ぶ
り
」は
、「
ど
ん
ぶ
ら
こ
」「
ど
ぶ
ん
」な
ど
と

同
じ
系
統
の
語
で
、
井
戸
の
中
に
物
を
落
と
し
た
時
の

音
で
し
た
。「
丼
」の
中
の「
丶
」は
、「
井
」の
中
に
物
が

入
っ
て
た
状
態
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

宋
の
時
代
に
、中
国
の
南
方
で
俗
字
が
た
く
さ
ん
作

ら
れ
、
そ
の
一
つ
に「
石
」偏
に「
井
」と
書
く
字
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
平
安
時
代
に
日
本
で
「
井
」
の
中
に

「
石
」つ
ま
り「

」と
書
い
て「
ど
ぶ
り
」な
ど
と
読
ま
せ

る
国
字
を
生
み
出
す
き
っ
か
け
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
が
江
戸
時
代
に
入
る
こ
ろ
に「
丼
」と
形
を
変
え
、

丼
物
が
流
行
し
た
の
と
あ
い
ま
っ
て
、「
丶
」が
石
で
は
な

く
美
味
し
い
素
材
と
見
立
て
ら
れ
、「
天
丼
」「
親
子
丼
」

な
ど
と
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

第 2 回

常用漢字になりました。
平成22年11月30日，新しい常用漢字が内閣告示されました。
追加された漢字の中から，互いに関係がある３字を取りあげ，
成り立ちや変遷をご紹介します。

三
年 三

年

文部科学省検定済教科書

中
学
校
国
語
科
用

C M Y K ［24］中国 3年 _表紙 _A本

背 11.5 ミリ

リュウミン EB-KL

ゴシックMB101 B

中
学
生
の
国
語

中
学
生
の国

語
15 三省堂

国語 923

二
年

二
年

文部科学省検定済教科書
中 学 校 国 語 科 用

リュウミン EB-KLゴシックMB101 B

Y K ［24］中国 2年 _表紙 _A本

背 13ミリ

中
学
生
の
国
語

中
学
生
の

国
語

15 三省堂 国語 823

一
年

一
年

文部
科学省

検定
済教
科書

中 学 校 国 語 科 用

C M
Y K

［24
］中国

1年
_表紙

_A本

背 1

リュ
ウミ
ン EB

-KL

ゴシ
ック

MB1
01 B

中
学
生
の
国
語

中
学
生
の

国
語

15 三
省堂

国語
723

ささはら　ひろゆき／早稲田大学教授。
博士（文学）。専門は日本語と漢字。文部
科学省の常用漢字表改定の委員。編著に
『当て字・当て読み漢字表現辞典』など。

「食」に関する漢字

【
ど
ん
ぶ
り
め
し
】

●早稲田大学  笹原宏之
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麺 
類

☜次号では，「健康」に関する字を紹介します。

串
焼
き

　
「
当
用
漢
字
表
」を
決
め
た
戦
後
間
も
な
い
頃
は
、食

べ
物
に
関
し
て
あ
ま
り
贅ぜ

い

沢た
く

な
こ
と
を
言
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
時
代
で
し
た
が
、
昨
今
で
は
、
美
味
し
い
ラ
ー
メ

ン
屋
な
ど
が
テ
レ
ビ
や
新
聞
、
雑
誌
で
さ
か
ん
に
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
め
ん
類
」の「
め
ん
」は「
麵
」と
も「
麺
」と
も
書
か
れ

ま
す
。
本
格
中
華
の
場
合
は
「
麵
」
と
す
る
な
ど
個
人

の
好
み
に
よ
っ
て
「
麵
」
を
使
う
場
合
が
あ
り
ま
す
が
、

一
般
に
は「
麦
」と「
面
」が
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
方
が

理
解
し
や
す
い
と
い
っ
て
「
麺
」が
受
け
入
れ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ち
な
み
に
現
代
中
国
で
は
、も
っ
と
簡
単
に
な
っ

て
、「
面
」だ
け
し
か
書
か
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

古
代
の
中
国
で
は
、
肉
を
炙あ

ぶ

る
た
め
の
「
く
し
」
を

「

」（
セ
ン
）と
い
う「
く
し
」の
本
数
が
二
本
あ
る
象
形

文
字
で
表
し
て
い
ま
し
た
。一
方
、「
串
」（
セ
ン
）は
、「
貫

く
」と
い
う
動
詞
の
意
味
を
も
つ
別
の
字
で
し
た
。

　

昔
の
朝
鮮
半
島
で
、「

」の「
く
し
」の
本
数
が
一
本

に
減
ら
さ
れ
て
、「
串
」が「
く
し
」と
し
て
使
わ
れ
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
日
本
に
伝
来
し
た
よ

う
で
、
中
国
と
は
異
な
っ
て「
く
し
」の
本
数
を
一
本
で

書
く
こ
と
が
す
っ
か
り
定
着
し
て
、
今
回
の
常
用
漢
字

表
に
も
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

【
め
ん
る
い
】

【
く
し
や
き
】
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教
育
と
数
字

●
日
本
語
指
導
が
課
題
に
な
っ
て
い
る

　

日
本
語
指
導
が
必
要
な
外
国
人
生
徒
が
在
籍
す
る
公
立
中
学

校
は
二
〇
二
八
校
。

　

こ
れ
は
先
ご
ろ
文
部
科
学
省
が
公
表
し
た
調
査
の
結
果
で
あ

る
。（
調
査
期
日
を
九
月
一
日
現
在
と
し
、隔
年
実
施
）
こ
の
調

査
の
目
的
は
、受
け
入
れ
体
制
の
充
実
に
資
す
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、「
受
け
入
れ
体
制
の
充
実
」
は
、
日
本
語
指
導
を
中
心

に
、
生
徒
指
導
上
の
配
慮
、
受
け
入
れ
を
活
か
し
た
教
育
活
動

の
充
実
ま
で
を
含
ん
で
い
る
。

　

近
年
に
お
け
る
、
指
導
が
必
要
な
生
徒
の
増
加
は
、
多
く
の

先
生
方
が
実
感
し
て
お
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
外
国
人
生

徒
を
受
け
入
れ
る
際
に
、
何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
。
ど
う
い
う

点
に
配
慮
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る
の
か
。
こ
う
し
た
点
に
関

す
る
検
討
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

●
カ
ギ
に
ぎ
る
指
導
体
制
の
整
備

　

た
ま
た
ま
、
本
稿
執
筆
の
前
日
に
稿
者
が
訪
問
し
た
小
学
校

で
は
、
学
校
運
営
重
点
の
一
つ
に
「
帰
国
・
外
国
人
児
童
受
け

入
れ
の
取
組
」
を
据
え
、
金
曜
日
午
後
、
土
曜
日
午
前
中
に
学

年
別
の
ク
ラ
ス
を
設
置
し
、
日
本
語
補
習
を
行
っ
て
い
た
。
ま

た
、
公
開
さ
れ
た
教
育
活
動
で
は
、
そ
の
導
入
に
お
い
て
、
複

数
の
国
の
外
国
人
児
童
・
帰
国
児
童
に
よ
る
母
国
語
に
よ
る
挨

拶
が
紹
介
さ
れ
、
学
習
活
動
へ
の
興
味
・
関
心
喚
起
の
役
を
果

た
し
て
い
た
。

　

外
国
人
児
童
・
生
徒
の
受
け
入
れ
に
関
し
て
は
、
全
般
的
に

は
、
日
本
語
指
導
体
制
の
整
備
な
ど
の
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
現
状
で
は
地
域
や
学
校
に
よ
っ
て
、
取
り
組
み
の
差
が
認

め
ら
れ
る
。

　

外
国
人
生
徒
の
在
籍
す
る
中
学
校
で
は
、
生
徒
の
立
場
に

立
っ
て
の
実
態
把
握
に
基
づ
き
、生
徒
を
活
か
す
教
育
活
動
の
展

開
も
含
め
、
指
導
体
制
を
整
え
る
こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
い
る
。

●
対
応
に
あ
た
っ
て
留
意
す
べ
き
こ
と

　

同
じ
く
日
本
語
指
導
が
必
要
と
い
っ
て
も
、
個
々
の
生
徒
に

よ
っ
て
、
事
情
は
大
き
く
異
な
る
。
母
語
が
異
な
る
。
日
本
語

使
用
能
力
の
程
度
が
異
な
る
。
転
入
前
の
学
習
経
験
、
生
活
経

験
の
違
い
も
見
逃
せ
な
い
。

　

ま
ず
は
、
そ
の
生
徒
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
、
保

護
者
な
ど
と
密
接
に
連
絡
を
と
り
、
き
め
細
か
な
把
握
を
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
把
握
に
基
づ
い
て
必
要

と
さ
れ
る
日
本
語
教
育
の
体
制
を
整
え
る
。
受
け
入
れ
校
へ
の

適
応
に
必
要
に
な
る
措
置
を
講
じ
る
。

　

外
国
人
生
徒
を
交
え
て
の
教
育
活
動
を
効
果
的
に
行
う
こ
と

は
、
異
文
化
理
解
を
深
め
、
伝
統
と
文
化
を
尊
重
し
、
そ
れ
ら

を
は
ぐ
く
ん
で
き
た
自
国
と
郷
土
を
大
切
に
す
る
心
情
の
育
成

に
役
立
つ
に
違
い
な
い
。

　

そ
の
指
導
・
対
応
に
際
し
て
は
、
保
護
者
と
の
協
力
体
制
と

と
も
に
、
関
係
機
関
や
支
援
を
し
て
く
だ
さ
る
方
々
と
の
連
携

体
制
を
築
き
、
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
作
り
に
向
け
て
、

開
か
れ
た
指
導
を
行
い
た
い
。

2028校
日本語指導が必要な外国人生徒が在籍する公立中学校数

第
２
回

日
本
語
指
導
に
関
す
る
対
応
と
は

東
京
女
子
体
育
大
学
名
誉
教
授
　
尾
木
和
英
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一
年

一
年

中
学
生
の

中
学
生
の

15 三省堂 書写 726

文部科学省検定済教科書中学校国語科（書写）用

一
年

組

］中書 1年 _表紙 font パターン 1A リュウミン EB-KLゴシックMB101 B

727

中
学
生
の

二
・
三
年

中
学
生
の

15 三省
堂 書写

文部科学
省検定済

教科書

中学校国
語科（書

写）用

三
年

組

二・
三
年

C M Y
K ［24

］中書 2,
3 年 _表

紙 font パ
ターン 1 ゴシック

MB

はじめてのお礼状

もう46 年ぐらい前のことです。
中学校に入学したとき，お祝いとして父から万年筆をもらいました。今にしてみれば，実に簡
素なスポイト式の万年筆ですが，柄のところに自分の名前が刻まれていて，それが嬉しくて筆記
用具に特別な思いを寄せた最初のような気がします。それまで使っていた鉛筆とは異なった筆
圧に，心が躍り，たわいもなく努力・根性・勇気などの言葉を書き続けた思い出があります。
十歳離れている姉が新婚旅行に行き，お土産に当時憧れていた戦艦大和のプラモデルを
送ってくれました。多くの部材や設計図の入っている箱を開け，気もそぞろに机に向かっている
と，「お礼状を書いてからやりなさい」と母に注意
されました。渡された葉書にぶっつけ本番で臨ん
だせいか，もらった万年筆で初めて書いたお礼
状だったにもかかわらず，なんとも不出来な結果
でした。
コップの水を垂らしインクの滲んだ葉書を見せ，

もう一枚葉書をもらった記憶があります。

とうじんばら　のりひさ／
1950年鹿児島県祁答院町の
生まれ。1985年にＨＢギャ
ラリーを開廊し，以来若手
イラストレーターの発掘に
尽力。イラストレーター，
ＡＤとしても多くの作品を
手掛ける。

唐仁原教久

『中学生の書写』の表紙絵は，
中学生たちの日常的な書字場面をモチーフに，
唐仁原氏が描いたものです。

平成 24年度版
中学校教科書Webサイト

http://tb.sanseido.co.jp/24/

中洌正堯　　　兵庫教育大学名誉教授
小西憲一　　　香川大学
小林比出代　　長野県立松本深志高等学校
谷口邦彦　　　安田女子大学
新田直美　　　安田学園安田小学校
松本仁志　　　広島大学
三浦和尚　　　愛媛大学
株式会社三省堂

●『中学生の書写』編集委員

三省堂の本

「書くこと」の学びを支える
国語科書写の展開

●定価1,995円
 （本体1,900円＋税）
●B5判　●160ページ
ISBN 978-4-385-36527-5

●定価1,470円
 （本体1,400円＋税）
●A5判　●120ページ
ISBN 978-4-385-36417-9

村田伸宏・「群馬・国語教育を語る会」著 松本仁志 著

学習指導要領の改訂で新
設された〔伝統的な言語
文化と国語の特質に関す
る事項〕についての実践
提案。第 4章では，「言
語活動を生かした書写の
授業」として，多彩な実
践を紹介しています。

新学習指導要領では，各
領域の指導事項を，言語
活動例を通して学習する
というスタイルを提示し
ています。「書くこと」
の領域の学びを支える書
写指導について，その考
え方や実践のあり方を提
案します。

国語の力

2011年5月25日発行
編集・発行人　北口 克彦 

●発行所 株式会社　三省堂
 〒101-8371  東京都千代田区三崎町2-22-14
 TEL　03（3230）9427〔編集〕
 振替　東京　00160-5-54300
●印刷所 三省堂印刷株式会社
 〒192-0032  東京都八王子市石川町2951-9

平成24年度版
『中学生の書写』教科書特集号
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『中学生の書写』教科書特集号
平成24年度版

三省堂  国語教育

a new way of learning Japanese

回
覧

三省堂 〒101‒8371　東京都千代田区三崎町2‒22‒14　電話03‒3230‒9411（編集）・9551（営業）

●大阪支社 〒 530‒0002 大阪市北区曽根崎新地 2‒5‒3　電話 06‒6341‒2177
●名古屋支社 〒 460‒0008 名古屋市中区栄 3‒25‒43 瑞穂ビル 4Ｆ　電話 052‒252‒9211・9212
●九州支社 〒 810‒0012 福岡市中央区白金 1‒3‒1　電話 092‒531‒1531・1532
●札幌営業所 〒 060‒0042 札幌市中央区大通西 15 丁目 2‒1 ラスコム 15 ビル 3Ｆ　電話 011‒616‒8722

5    筆順アニメーション（新常用漢字対応）
　漢字の筆順や部首をアニメーションで見ること
ができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「漢字を身につけよう⑪・⑫」を選択
④「参考」を選択
⑤「漢字の筆順」を選択
⑥見たい漢字を選択

１   画像資料

　筆者や教材に関連する写真やイラストを見るこ
とができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「この小さな地球の上で」を選択
④「参考」を選択
⑤「画像資料」を選択
⑥見たい画像を選択

3    辞典資料
　国語辞典や漢字辞典など、様々な辞典から語彙
の説明を引き出した資料です。

①「『故事成語』を使いこなそう」を選択
②「参考」を選択
③「辞典資料」を選択
④見たい語彙を選択

4   漢字の解答表示
　漢字学習の解答を提示することができます。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「漢字を使いこなそう⑥」を選択
④1問目の問題を拡大
⑤「解答」を選択

2    映像資料
　「話すこと・聞くこと」の活動例や、古典教材
の映像資料が用意されています。

①「中学生の国語 指導用デジタルテキスト 一年」を選択
②「中学生の国語」を選択
③「討論ゲームをしよう」を選択
④「参考」を選択
⑤「動画資料」を選択
⑥見たい動画を選択

指導用デジタルテキスト
中学生の国語

平成 24 年度用　体験版

みどころマップ
　次の5つ以外にも、
朗読を聞くことができた
り、本文に線を引くこと
ができたりします。

動画資料

漢字の解答提示

の動画資料が用意されています。

http://tb.sanseido.co.jp/24/平成24年度版中学校教科書Webサイト
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